
（１）　（ x−1）（ x−2）（ x＋3）（ x＋4）＝（ x−1）（ x＋3）（ x−2）（ x＋4）＝（ x2＋2 x−3 ）（ x2＋2 x−8 ）

	 ＝（ x2＋2 x）2−11（ x2＋2 x）＋24＝x4＋4 x3＋4 x2−11 x2−22 x＋24＝x4＋4 x3−7 x2−22 x＋24

（２）　2025 ＝ 52・34 より，log3（ 52・34）＝2 log3 5＋4。52 ＜ 33より，2 log3 5 ＜ 3 log3 3＝3。

	 よって，2 log3 3＋4 ＜ 2 log3 5＋4 ＜ 3 log3 3＋4，つまり 6＜ log3 2025 ＜ 7。

	 以上より log3 2025 の整数部分は 6

（３）　f（́ a ）＝2 a より，f（́ a ）∫1
a
g（ x ）dx＝2 a∫1

a
xdx＝2 a 2

1 x2
1

a
＝2 a・ 2

1（ a2−1 ）

	 ＝a（ a＋1 ）（ a−1）

	 a（ a＋1 ）（ a−1）＞ 0を満たす aの範囲は，

	 −1 ＜ a ＜ 0，a ＞ 1

（１）	 S ＝ 2
1 ・2・1・sinA ＝ 2

1

（２）	 A＋B＋C＝180°より，cos（ B＋C）＝cos（ 180°−A）＝−cosA。

	 よって cosA＝− 4
1

	 BC2＝AB2＋CA2−2 AB・CA・cosA＝9＋4−12・（− 41）＝ 16
	 よって BC＝4

（３）	 S ＝ 2
1 ・2・2・sinA より 2 sinA＝ 4

3√¯	  7

	 cos2 A＝1−（ 8
3√¯	  7）

2

＝1− 64
63
 ＝ 64
1
 。よって cosA ＝− 8

1（ A：鈍角）

	 よって，BC2＝4＋4−8・（− 81）＝ 9。
	 以上より BC＝3
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（１）	 初項 3，公比 4より，｛ an｝の一般項は，an＝3・4n−1

	 a1＝3，a2＝12，a3＝48，a4＝192，a5＝768，・・・

	 よって S5＝a1＋a2＋a3＋a4＋a5＝1023

（２）	 T1＝3
1  ，T2 ＝ 3

1 ＋ 12
1 ＝ 12

5  ，T3 ＝ 3
1 ＋ 12

1 ＋ 48
1 ＝ 48
21 ，・・・

	 Tnは初項 3
1，公比 4

1 の等比数列の和であるので，Tnの一般項は

	 Tn＝3
1・
1−（4

1）n
1− 4

1 ＝ 9
4｛ 1−（ 4

1）
n

｝＝ 91（4− 4 n−11 ）＝ 91（ 4 n−1
4 n−1）

（３）	 S1＝3，S2＝3＋12＝15，S3＝3＋12＋48＝63，・・・

	 Snは｛ an｝の和であるので，Sn＝ 1−4
3（1−4n）＝4n−1

	 bn＝ Tn
Sn ＝（ 4n−1 ）（9 4 n−14

n−1

）＝ 9・4n−1



（１）　（ x−1）（ x−2）（ x＋3）（ x＋4）＝（ x−1）（ x＋3）（ x−2）（ x＋4）＝（ x2＋2 x−3 ）（ x2＋2 x−8 ）

	 ＝（ x2＋2 x）2−11（ x2＋2 x）＋24＝x4＋4 x3＋4 x2−11 x2−22 x＋24＝x4＋4 x3−7 x2−22 x＋24

（２）	 θ＝ 120°　∴ cosθ＝−2
1　　∴ tanθ＝−√¯	  3

（３）	 判別式 /4 ＝ a2−3 a−10 ＞ 0 であればよい

	 a2−3 a−10 ＝（ a−5）（ a＋2）だから a＜−2，5＜ a

（４）	 外心が外部にあるから鈍角三角形

	 余弦定理により　　82＋BC2−2・8・BC cos60°＝72

	 	 ∴　BC2−8 BC＋15 ＝ 0	

	 	 ∴　（ BC−3）（ BC−5）＝ 0

	 また　BC2＝82＋72−2・8・7・cos∠A

	 　　　∴　cos∠A＝ 2・8・7
82＋72−BC2

	 ∴　BC＝ 3でも 5でも cos∠A＞ 0　　　　∴　∠A＜ 90°

	 ∴　∠Cが鈍角　　∴　cos∠C＜ 0

	 72＋BC2−2・7・BC・cos∠C＝82

	 ∴　BC（ BC−14 cos∠C）＝ 15

	 　　−14 cos∠C＞ 0だから　左辺＞BC2　　∴　BC＜√¯	 15　　∴　BC＝3

（５）	 分け方は 1個と 4個，2個と 3個

	 1 個と 4個に分ける場合，1個の組に入る白球の個数は 0または 1の 2通り

	 2 個と 3個に分ける場合，2個の組に入る白球の個数は 0または 1または 2の 3通り

	 ∴　分け方の総数は 2＋ 3＝ 5通り
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（１）　√̄ ￣̄ ￣	（3−1）2＝ 2

（２）　√̄ ￣̄ ￣	（a−1）2＝｜a−1｜だから

	 a−1 ＝± 7　　∴　a＝ 8または−6 

（３）　｜a−1｜≦ 3だから　−3≦ a−1≦ 3

	 ∴　−2≦ a≦ 4 



  N   kg

 4.0 Ω

 1.0 m  1.2 m

オームの法則

 1.0 W  1.0×10－6 Ω・m

 0.2 s  6.0 m/s

ρVg
2

ρV
2

（１）　物体Aの垂直抗力の大きさはNA＝mg。

（２）　�動摩擦力は進行方向に逆向きに大きさμ́mg で与えられるため，物体Aの運動方程
式は，その加速度を aAとしたとき，以下の通り。

	 maA＝−μ́NA＝−μ́mg

（３）　加速度は aA＝−μ́g。

	 時刻 t のときの速度は v＝v0＋aAt＝v0−μ́gt となり，

	 v＝0 となる t の条件は t＝μ́g
v0 。

（４）　物体Aの加速度 aA＝−μ́g より，Aの速度は v＝v0−μ́gt。

	 �一方，板 Bは進行方向にμ́NAの力を受けているため，その加速度を aBとすると，

運動方程式はMaB＝μ́NA＝μ́mg。

	 したがって，aB＝μ́ M
m gより，Bの速度は vB＝μ́ M

m gt。

	 両者が同時に動くことは両者の速度が一致することに相当する。

	 v0−μ́gt＝μ́ M
m gt より t＝μ́（M ＋ m）g

Mv0 。

NA

μ́NAμ́NA
A

B



（１）　Aと Cを接触させたのちの温度を t́ Cとすると，tA−40＝t C＋16＝t́ C

	 �さらにCとBを接触させたのちの温度の間にはt B＋2＝t́ C−10＝80が成り立つため，

	 t́ C＝90℃，t B＝78℃，t C＝74℃，tA＝130℃となる。

（２）　�熱量は保存されるため，40 CA＝16 CCよりCA＝5
2 CC。2 CB＝10 CCよりCB＝5 CC。

（３）　�（１）の操作後のAの温度は 90℃，Bと Cの温度は 80℃であり，3者を接触させると，

Aの温度は下がり，Bと Cは上昇する。したがって，3者が熱平衡になったときの

温度を t とすると，（90−t ）CA＝（t−80 ）（CB＋CC）が成り立つ。これを整理し，（２）

の結果を用いると，

	 �t＝90 CA＋80（ CB＋CC）CA＋CB＋CC ＝（90・5
2＋80・6）CC

（5
2＋6）CC ＝516

5
32 ＝80 .625

	 ≈ 80 .6℃
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C2H6O+3O2 → 3H2O+2CO2
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 代謝 触媒 最適 基質特異性 活性部位

 自然 獲得（適応） マクロファージ 食細胞

 炭酸同化 光合成 葉緑体 ATP ミトコンドリア

  食物網 キーストーン種  レッドリスト

 極相 ギャップ

森林植生になるほどの十分な降水量がないため。

先駆
（パイオニア）

ステップ
（サバンナ）

環境形成作用

d

ナチュラルキラー
細胞（NK細胞）

外来生物
（外来種）

在来生物
（在来種）

二次遷移は，土壌が存在している状態から始まり，土壌には植物の種子や地
下茎，根などが残っているため。

 細胞周期 セントラルドグマ

CACGCUCCACCUUAC

HAPPY

ゲノム

S期

転写

翻訳

 S期 G2 期 M期
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ご ん げ ふ も と げ ん し ゅ た い こ う き つ も ん

ア
エ

イ
ウ

エ
エ

エ
こ こ に 来 た に た ず ね る

普 通 な ら 滅 も し れ な い

言 語 表 現

問 題 と な っ て い る 事 象 に つ い て 、 実 感 や 共 感

を も た ら す は た ら き

あ ら ゆ る 言 語 過 程 の 根 幹 に は 聴 覚 的 要 素 が あ

る と い う こ と




